
第20回 西和佐地区・麦の郷夏祭り 8. 7（木） 第37回 障害者・市民の夏祭り 7.19（土）

おどるんや
〜紀州よさこい祭り〜

8.2（土）/3（日）
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ソーシャルファームピネル／くろしお作業所／くろしお作業所分場／

麦の郷訪問看護ステーション／麦の郷居住福祉事業所／はぐるま共同作業所

／はぐるま共同作業所　和の杜／けいじん舎／麦の郷印刷／はぐるま共同

作業所　ラ・テール／障害者就業・生活支援センター「つれもて」／

ホームヘルプ麦の郷／麦の郷　和歌山生活支援センター／麦の郷紀の川・

岩出生活支援センター／ハートフルハウス　創／むぎピース／障害児者

サポートセンター「麦の郷」／こじか園／第二こじか園／こじか親子教室

／麦の郷高齢者地域生活支援センター／ソーシャルファームもぎたて／

事務所／麦の郷障害者地域リハビリテーション研究所

“麦の郷とは”住民のニーズから生み出され、
　　　　　　　住民の手によって育てられる

私たちのめざすもの私たちのめざすもの私たちのめざすもの 〜麦の郷４つの理念〜

１).麦の郷は、日々学び、育み、発信し続ける人材を育成し、地域福祉の発展を目指します。
２).私たちは、ものづくりを通じて障害のある人と地域の共存を実現し、互いに豊かになる実践を目指し

ます。
３).私たちは、社会的不利の状態におかれている人々の課題を解決するために、広範な人々とつながりを

深め、ともに社会変革をめざします。
４).麦の郷は、全ての人が平和で安心して暮らせる社会づくりのために人の輪を紡いでいきます。
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はぐるま共同作業所　製菓事業部
和歌山県共同募金会様よりフードカッターの購入に

助成をいただきました。今までは手作業でしていまし
たが、早くきれいにカットでき作業がスムーズになり
ました。ありがとうございました。

くろしお作業所
和歌山県共同募金会様より冷蔵庫の助成を頂戴いた

しました。なかま・職員合わせて毎日 60 人以上の給
食を提供するに当たり、今日も新鮮でおいしい食事を
作ることができます。みんなの「おいしい」の声が聞
けてとても嬉しいです。本当にありがとうございました。

むぎのひとむぎのひと

　くろしお作業所の神田です。くろしお作業所で働かせて頂き、３年が経ちました。
くろしお作業所では、たんぽぽ班の一員として活動に取り組んでいます。たんぽぽ班
では、重度のなかまと共に軽作業を中心に活動に取り組んでいます。働き始めた当初、
作業の内容もわからず、なかまから色々と一つ一つ教えてもらいました。自分の父と
同い年のなかまからも「息子！」と冗談交じりで可愛がってもらったり、体調の悪い
日には、なかまから「大丈夫？」と気遣ってもらいながら、あっと言う間に３年が過
ぎました。あっという間の３年でしたが、密度の濃い３年でもありました。
　また偶然にも、くろしお作業所で働き始めた日が、自分の誕生日でした。つまり、
私はくろしお年齢３歳になったばかりです♪これからも、なかまと共に歩んでいき、
くろしお年齢５歳、10歳、20歳と年月を重ねていき、なかまと一緒に振り返った時、
楽しい思い出話がたくさん出来るようになりたいと思っています！！

「昔はごくごく当たり前だった、

                地元でとれたものを食べること」

地場産自給率100％を目指して地元を元気にする！

現在の地場産自給率79.3％（重量ベース）

つくり手の思いが詰まった厳選材料

◯かつらぎ町産　柿
◯かつらぎ町産　米酢
◯かつらぎ町産　米油（築野食品）
◯紀の川市産　米酢
◯有田市産　みかんはちみつ
◯有田市産　みかんジュース

円応教の皆様から、毎年ご寄付
を頂いています。
このご寄付は和歌山市駅の街頭

に立って集めて頂いたりしてくれ
ています。
感謝の気持ちを忘れず、有効に

使わせて頂きます。
円応教紀の国教会の皆様、本当

にありがとうございました。

こじか園
開園より使用し、18年目を迎え修理部品も入らず困

っておりましたところ、この度、和歌山県共同募金会
様より平成25年度共同募金助成金として助成頂き、業
務用冷凍冷蔵庫を購入するこ
とができました。大変ありが
たく大喜びです。
さっそく大活躍で、園児の

為の給食作材料を保冷し、安
心して保存ができるようにな
りました。本当にありがとう
ございました。

くろしお作業所

神田 宗忠

円応教紀の国教会から
ご寄付を頂きました

柿　kaki　ドレッシング
（はぐるま共同作業所　ラ・テール）

助成ありがとうございました
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